
👆吉岡淳一 会員（上）

👆伊田賢一 会員（下）

今日の例会
11月26日（木）第1432回例会
例会時間：19：00点鐘
例会場所：さいたま商工会議所会館２階第一ホール
卓話者：井上 彰会員・梶間順子会員
テーマ：『ロータリーを続けている 理由、その魅力！』

次回の例会
12月３日（木）第1433回例会
例会時間：19：00点鐘
例会場所：さいたま商工会議所会館２階第一ホール
卓話者：会長・幹事他関係役職者
テーマ：『年次総会』

2020.11.19 第1431例会週報

相原 章会長 尾崎 康幹事

会長挨拶 会長 相原 章 幹事報告 幹事 尾崎 康

・第1回オンラインRLI パートⅠ開催
11月28日₍土₎ 9時開会
・例会終了後、奉仕プロジェクト委員会開催

皆さん今晩わ。11月第4例会にご出席
いただきありがとうございます。本日は地区
部門セミナー報告ということで担当委員長
さんの報告です。よろしくお願いします。
さて先日の地区大会、ご出席いただいた会員の方々には本当
にありがとうございました。というわけで、GoToトラベルキャンペー
ンには行けませんでしたのでGoTo地区大会のお話をします。
初日、2日目と、とにかく無意味で無駄なセレモニーが長い、つ
まらない、まるで拷問を受けているかのような時間は、苦痛以外
の何ものでもありません。最後まで会場に残っていたのは、私と尾
崎幹事、佐藤さんの3人でした。そりゃそうですよね。こんなつまら
ない会合に誰が最後まで参加するでしょうか。会長の私ですらい
つ中座して帰ろうかと、そわそわしながら尾崎幹事の方を見ると、
一向に帰る気配はなく、仕方なく毒を食らわば皿までだと、しぶし
ぶ最後の記念講演を聞きました。
講演の内容はまた別の機会に譲るとして、私、間違ってました。
この講演、実に素晴らしいものだったんです。心をわし掴みにされ
て揺さぶられるような、深く心に響くお話しでした。とにかく素晴ら
しかった。いい歳してポロポロと涙がこぼれました。そして聞き終
わったときに私は気づきました。今までの苦痛に満ちたバカバカし
い無駄で無意味なセレモニーも、この感動を味わうためにあった
のではないか、と。しかしあまりに苦痛が強かったせいか、会場は
ガラガラでした。皆さん最後まで我慢できなかったということです。
今年のRIテーマは「ロータリーは機会の扉を開く」です。機会の扉
はたくさん、それこそ数え切れないほどあります。しかしそのほとんど
は扉を開けても中には何もなかったり、あるいは散らかちゃったりす
る部屋ばかりです。でもその中にほんの僅かかも知れませんが、
宝物が置いてある部屋があると思います。地区大会の扉も最後
に開けた扉の先に素晴らしい宝物に出会うことができました。その
ためにも無駄と承知のうえで、機会の扉をたたき続けましょう。必
ず素晴らしいものに出会えると私は確信しています。そしてこの地
区大会、主催者側の視点で捉えると、大変ご苦労されて、その
努力には最大限の敬意をはらいますが、だからこそこんなことやっ
てちゃダメです。この内容、進行ともに「来るな」といわんばかりのも
のです。出席率が低いのも当然です。来賓が舞台に上がるたび
に流れる短い登場曲、大時代的で野暮の極みです。こんなこと
していたら若い人など集まるわけがありません。内容も自画自賛
が至る所に垣間見えます。地区大会の意義を根本から見直し
て新しく作り直してほしい、これは批判ではなく、地区に対する建
設的な提案です。来年の地区大会に期待して本日の会長挨
拶とします。

□リモート出席者

米山記念奨学会感謝状授与

＊第1回米山功労者 折茂雅信会員
尾崎 康 会員
宮城洋平会員

＊第11回米山功労者小谷野英一会員
＊第19回米山功労者小谷野堅太郎会員

委員会報告

『30周年実行委員会』
梶間順子委員長
11月13日（金）市長を訪問し、
寄付金を贈呈いたしました。
（コロナ関連医療従事者関係）
埼玉県知事2月来訪の際、寄付金
寄贈予定。

『親睦活動委員会』 市川浩正委員長
12月24日（木）クリスマス例会
マジックショー・ビオラとピアノの生演奏ライブステージ
ロイヤルパインズホテル浦和で予定。



会員総数(免除) 39(5)名 本日の出席率 79.41 ％

出席算定 27/34 メイクアップ 1

本日の出席 26

出席報告 11月19日（木）第1431回例会 例会日：毎週木曜日 19:00～20:00
例会場：さいたま商工会議所会館２階 第１ホール
事務局：さいたま市浦和区高砂3-17-15

さいたま商工会議所会館７階
TEL:048(838)7740 FAX:048(838)7741
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://urawa-naka-rc.org

会長：相原 章 会長エレクト・幹事：尾崎 康 クラブ管理運営・プログラム委員長：三島 泉
親睦委員長：市川浩正 会員研修委員長：辻村浩司 研修リーダー：小谷野英一 公共イメージ向上委員長：小嶋敏夫

■地区部門セミナー報告
『会員増強維持セミナー』
会員増強維持部門委員長 横田松博会員

ロータリーのルールを守り良いクラブをつくり、12年
間の会員の推移は時代背景を移している。
2770地区74クラブ内で30名以下は45クラブ。
今年度の会員増強維持部門委員会は「お手伝
いプロジェクト」と称して30名以下のクラブ45クラブへの卓話「良
いクラブ作り」を卓話し、ほか12グループ会長幹事会への訪問を
予定。

「編集後記」 今週の例会は各委員長による地区セ
ミナー報告、そのほとんどがリモートによるものだったせいか、
かなり印象が薄く如何に視覚からの情報量が多いかを思い
知らされる事と相成った。これから新コロナと付き合っていく

以上そこら辺のことが鍵になる気がする。（T・K）

『社会奉仕部門セミナー』
社会奉仕部門委員長 横田松博会員
・ブライダル委員会
新企画ブライダルサポーター会議の開催の結果、登録者が増加
し活気が出ています。引き続き「かわら版」を通して登録者を増や
し、パーティーやブライダルサロンを通して縁結びの委員会を目指し
ます。
・地域社会奉仕委員会
新企画の「かわら版」を発行しました。セミナーで出た意見を参考
にし、今後2770地区の役100店舗のロータリーの飲食店を結び
紹介するグルメサイト「Ｇｏｔｏロータリー」を立ち上げます。

『国際奉仕部門セミナー』
国際奉仕部門委員長 松石滋樹会員

先日9月12日の地区セミナーの国際奉仕委
員会がありました。本年はコロナ禍のため国際
奉仕活動の実行が難しいことから、ロータリー
におけるこれまでの国際奉仕活動の実績につ
いて、案内がありました。他クラブではフィリピンのロータリークラ
ブと友好クラブ関係を気づいており、その奉仕活動の説明が行
われておりました。また浦和中クラブについてもスリウォンロータ
リークラブとの奉仕活動について言及がありました。タイにおける
当クラブの奉仕活動について紹介いただき大変誇らしく思われ
ました。コロナ禍で国際奉仕活動を行うことが難しい状況であ
ることから、当クラブのように海外の友好クラブとともに奉仕活
動ができることは数少ない国際奉仕活動の実績になるかと思
われますので、本年度のトイレ改修事業についても鋭意進め
ていきたいと改めて思い直すことができた研修でした。

・2770地区最年少23歳 左京氏の話「夢を追いかける」
知恵と知識、コミュニケーションイコールがロータリー活動。3年前の
ロータリー目標「変化をもたらす」が心の支え。
ロータリーは人と人を繋ぐ力 →世界を変える、共有出来る、分か
り合える、問題に立ち向かう→誰かを少し幸せにするために生きる
夢→自分も変わる→世界のドラえもんになる。ロータリーを宇宙へ
人工衛星を飛ばしたい。

『公共イメージ部門セミナー』
公共イメージ部門委員長 小嶋敏夫会員

公共イメージ部門の地区セミナーはだいぶ前です
が、8月22日にリモートで行われました。内容につ
いては殆ど覚えていませんが、今年は便利なもの
でガバナー事務所にアクセスすれば簡単に入手す
る事ができます。よって地区活動の方針は、
【目的】
地区の方針・クラブの活動・ロータリーの魅力をロータリアン同士が
共有します。優れた活動・惜しまない努力・美しい協力の輪。私
たちの心を躍動させる、活力の扉を開けるような情報発信を行い
ます。
【事業活動】
①YOUTUBEの有効活用：公共イメージ部門が中心となり、
動画コンテンツの企画、作成、配信を行います。
②世界ポリオデー10月24日イベントの開催等々

『職業奉仕部門セミナー』
職業奉仕部門委員長 辻村浩司会員

ロータリーの歴史の再確認
「超我の奉仕」
「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」
決議23-34・ロータリーの目的・四つのテスト

例会で会員同士の職業について学ぶ。奉仕プロジェクトで職業ス
キルを活かす。仕事で現行を通じて模範となり、倫理的な行動を
周囲に促す。若者のキャリア目標を支援する。専門能力の開発
を奨励、指導する。
いずれにしても、コロナ禍の中で奉仕活動を行うとすれば、自ずと
職業奉仕に行き着くことを再確認しました。

『青少年奉仕部門セミナー』
青少年奉仕部門委員長 辻村浩司会員
インターアクト、ローターアクトの紹介
青少年交換プログラムすべて中止
RYLAについては実施の予定（相模原周辺）

『米山記念奨学部門セミナー』
幹事 尾崎康

『管理運営部門セミナー』
管理運営部門委員長 三島泉会員


